
令和5年11月9日

雲南市板持周治
（政策企画部）

小規模多機能自治と農村RMO



●協（総）働の仕組み
…市民一人ひとりの力を発揮する仕組み
…自治の原点を取り戻す仕組み
…参加だけでなく、参画につながる仕組み
●仕組みとして全域対象に
●人口減・少子高齢化にも対応する仕組み

小規模多機能自治とは…
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小規模ながらも、

様々な機能をもった、

住民自治の仕組み

＝概ね（小）学校区域

＝分野横断し、統合

＝住民の参画・協働

特
徴
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安心安全

組織＆拠点施設＆常設事務局

持続可能性の確保

伝
統
文
化
継
承

歴史・文化

地
域
史
学
習

住 民 ・ 各種団体

会長

副会長

常設
事務局

監査

機関
理事会等

○
○
部
会

～概ね小学校区～
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会

○
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会

○
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会

全域で組織形成

様々な地域課題を、住民自らが、事業化して解決！

組織の活動拠点
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●回答数 １,７３０市区町村（回収率99.4%）

■RMOあり ４９.３％（８５３自治体・前年度＋３９）

●うち全域 ３４.８％（２９７自治体・前年度＋２３）

●うち８割以上 ＋５.５％（＋４７自治体・計３４４）

●うち２割～８割未満 ＋２３.４％（＋２００自治体）

●うち２割未満 ＋２８.０％（＋２３９自治体）

出典：令和４年度「地域運営組織の形成及び持続的な運営に関する調査研究事業報告書」
（平成5年3月・総務省自治行政局地域振興室）

※「RMO」＝地域運営組織

（参考）Ｒ４年度総務省RMO調査結果



全国の自治体等

課題への対応策

・取り組んでいる
・これから…
・関心がある

小規模多機能自治推進ネットワーク会議

様々な推進上
の課題

・税制面
・財政面
・規制面
・法人制度等

・組織づくり策
・拠点づくり策
・人材確保策
・人材育成策
・条例整備策等

内
的
要
因

外
的
要
因

状況・
課題
の共有

推進

全国的にネットワーク化
（情報共有・連携）

ＭＬ情報交換
ブロック会議

４７都道府県内
の３５５会員
（R5.10.31現在）

H27.2.17
142会員で発足

うち自治体会員２７７
（２県２１８市５７町村）

※参考
・政令指定都市 ７市
・中核市 ２３市
・県庁所在地 １８市
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※プロットは自治体

（NW会議R４施策調査結果）規模別比較【後期高齢化率】

（N=114自治体）
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※プロットは自治体

（NW会議R４施策調査結果）規模別比較【人口密度】

（N=114自治体）



原点は 「協働」
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協
働
の
８
原
則

１．相互理解と相互補完
２．対話
３．対等
４．目標・取り組む過程の共有
５．自主・自立
６．適切な参入機会の確保
７．情報公開
８．評価



“１世帯１票制”

ではなく

“１人１票制”
（一人ひとりが主役）
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考え方
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補完性の原則に基づく優先度

自助 公助

小さな単位を優先し、重層的に
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地域の経営体
（住民自治のプラットホーム）

住 民 ・ 各種団体

会長

副会長

事務局
監査

機関
理事会等

○
○
部
会

地域運営組織

○
○
部
会

○
○
部
会

○
○
部
会

目的型組織

地縁型組織

自治会 町内会

ＰＴＡ

属性型組織

女性グループ

高齢者の会

消防団

営農組織

文化サークル

概ね小学校区域で
あらゆる団体が結集

地域課題を
自ら解決！

“１世帯１票制”
ではなく

“１人１票制”
～考え方～

地域の総力を結集！

地域への
求心力



地域運営組織の形成の進め方（一般的な例）
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②準備委員会を立ち上げる

時期

進
度

④設立総会

…●地域内に広報紙等で周知
…●準備委員会の名称にも地区名を！
…●自治会、各種団体など、主要メンバーで

（若い世代、女性の参加は必須）

＜決めるべき主な事項＞
❾役員選考
❽会則（案）
❼組織名称（公募推奨。地域名必須）
❻当面の事業計画と予算（案）
❺会費等の財源確保
❹地域の計画（新組織としての）
❸組織編制（執行、議決、監査）
❷既存組織、行事の棚卸し
❶形成を進めることに合意を得る

①学習会

ワークショップ等
（広く住民が参加）

準備委員会

ワークショップ等
（広く住民が参加）

準備委員会

準備委員会

③話し合いを
積み重ね
一つひとつ
決めていく

まとまるまで
繰り返す

※合意形成を疎かにしないこと！

…来賓として首長を招く（推奨）

途中で
視察研修も

コアメンバー事前打合

コアメンバー事前打合

コアメンバー事前打合



Ｈ１６ 新市建設計画（合併協）
Ｈ１５ コミュニティ・住民自治ＰＴ（合併協）
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【雲南市の例】これまでの系譜

Ｒ３連合体の改良、ハラスメント対策
基本協定の改良＆災害基本協定の締結

Ｈ３０合同検討ＰＴ報告書 →Ｒ１～実行

Ｈ２２ 拠点施設の整備（交流センター化）と３本柱
Ｈ１９～２０ 交流センター構想
Ｈ１７～１９ 組織形成

Ｈ２５ 大幅な制度改正（直接雇用・地域福祉の
一体化・円卓会議方式等）

Ｈ２４ 交流センター３年目の検証

Ｈ２７ 基本協定の締結

構想・計画期

時 期

進

度

第１ステージ（基礎的基盤の整備）

第２ステージ（活動基盤の強化）

第３ステージ（新しい公共の創出と持続性）

第４ステージへ（持続可能なまちづくり）

形成
段階

確立
段階

成熟
段階



■地域力（個性）を活かすこと！

■地域の総力をあげて！
…子どもから高齢者まで、性別に関わらず。

■イベント型から課題解決型へ！
※イベントにも、何らかの目的があるはず

■“したいこと”ではなく、“必要なこと”を！
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小規模多機能自治組織のポイント



新市いきいき会

（特徴）

・Ａ４で１枚。

・目標と方針のみで、明快。

・具体的内容は、毎年度の

事業計画に反映。

・ポスター版も各家庭へ配布。
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＜地域の計画（例）＞
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1)地域の付き合い

2)道路・河川の維持管理

3)地域内美化・環境保全活動

4)消防・防災

5)防犯体制

6)広場の維持管理

7)地域の祭り・イベント

8)広報紙作成・広報活動

9)敬老会・子ども会など

10)地域の健康体操・健康講座 11)地域での高齢者支援

12)地域での障がい者支援

13)結婚対策

14)日常の不安や悩みの相談

15)子どもの安全のための

取組み

16)子育てなどの相談できる人・

場

17)保護者同士の交流の場

18)農地・山林の維持管理19)農林業・特産物の振興

20)コミュニティビジネスなど

21)生涯学習活動

22)スポーツ活動
23)町全体のスポーツ大会

への参加

24)歴史・文化の保全管理・活用

25)伝統芸能・伝統文化の継承
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【ある地域の事例】
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1)地域の付き合い

2)道路・河川の維持管理

3)地域内美化・環境保全活動

4)消防・防災

5)防犯体制

6)広場の維持管理

7)地域の祭り・イベント

8)広報紙作成・広報活動

9)敬老会・子ども会など

10)地域の健康体操・健康講座 11)地域での高齢者支援

12)地域での障がい者支援
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17)保護者同士の交流の場

18)農地・山林の維持管理19)農林業・特産物の振興

20)コミュニティビジネスなど

21)生涯学習活動

22)スポーツ活動
23)町全体のスポーツ大会
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あまり注力する必要がない分野

安心・安全

イベント系

重要度に気付いて
ない可能性あり
→将来を見通して
考えるとどうなるか？

【ある地域の事例】
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地域同士の学び合い・高め合いの場
～地域自主組織取組発表会（Ｈ２４～２９） ～

地域の方々が、相互に活動を紹介し合う場
… 年３回（H27まで２回）に分けて発表



（平成25年度からの概念図）
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■平成２５年度から、「地域円卓会議」を本格導入

※地域と「直接的に・横断的に・分野別で」協議

地域と行政の協議の場

具体的方法
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安心安全

分野横断が重要

持続可能性の確保

伝
統
文
化
継
承

歴史・文化

地
域
史
学
習

分野横断型の地域経営体（小規模多機能自治組織）

国

都道府県

市町村

専門的

横断的

施策展開

RMO

ココが肝！



小規模多機能自治を導入して良かったと思うこと（所感）

■地域力が向上（地域の主体的行動）。

■福祉・防災、文化、子育て、農業…など、多分野に。

■災害対応力が飛躍的に向上。

■建設的な対話が可能に（住民自治と団体自治）。

■企業チャレンジ（連携協定）の増加要因に。

⇒協働力が向上し、市全体のまちづくりに波及
20


